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通期業績予想と実績との差異及び配当予想の修正に関するお知らせ 
 
最近の業績の動向を踏まえ、平成２４年２月１７日に公表いたしました平成２４年１２月期（平成２４
年１月１日～平成２４年１２月３１日）の通期業績予想と本日の実績において差異が生じましたのでお
知らせいたします。 

 

１. 平成２４年１２月期通期業績差異 

 ①連結業績予想値の差異（平成２４年１月１日 ～ 平成２４年１２月３１日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回予想（Ａ） ５，０００ １００ １３０ １３０ 

今回修正（Ｂ） ５，３８５ １３１ １５０ ９６ 

増減額（Ｂ－Ａ） ３８５ ３１ ２０ △３４ 

増 減 率 ７．７％ ３１.０％ １６．７％ △２６．２ 

     ご参考：前年実績（平成２３年１月１日～平成２３年１２月３１日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

 ５，１２１ ９３ １２５ １４４ 

 

 ②個別業績予想値の差異（平成２４年１月１日 ～ 平成２４年１２月３１日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回予想（Ａ） ５，０００ １００ １３０ １３０ 

今回修正（Ｂ） ５，３８６ １２８ １４８ ９５ 

増減額（Ｂ－Ａ） ３８６ ２８ １８ △３５ 

増 減 率 ７．７％ ２８％ １３．８％ △２６．９ 

     ご参考：前年実績（平成２３年１月１日～平成２３年１２月３１日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

 ５，１２１ ９０ １２２ １４４ 

 ③差異の理由 

平成２４年１２月期通期連結業績につきまして、平成２４年２月１７日に公表いたしました業績予想に

対し、鋼製品関連事業においては耐火金庫、デンタル関連事業においては携帯歯科ユニット等、書庫ロ

ッカー関連事業においてはロッカー等の売上高が増加したことにより、営業利益、経常利益が増加いた

しました。また当期純利益の減少につきましては、繰延税金資産の減少等による影響を受けております。 
 
 
 
 



２. 配当予想の修正について 

 

 

 
年間配当金 

 第 1四半期末 第 2四半期末 第 3四半期末   期 末   合 計 

前回予想 

（平成 24 年 2 月 17 日発表） 
円銭

― 

円銭

― 

円銭

― 

円銭 

0.00 

円銭

0.00 

今回修正予想 ― ― ― 1.00 1.00 

当期実績 ― ― ―   

前期実績 

〔平成 23 年 12 月期） 
― ― ― 0.00 0.00 

修正の理由 
 当社は、株主に対する利益還元を経営の重要課題の一つとして認識し、配当金につきましては、

将来の事業展開と経営体質強化のために必要な内部留保を確保しつつ、安定した配当を継続して実

施することを基本方針としております。 
 平成 24 年 12 月 31 日を基準日とする期末配当金につきましては、無配から 1 株当たり 1 円とさ

せていただく方針と致しました。 
 
（注）本資料に記載される業績見通しの将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合

理的であると判断する一定の暫定に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる

可能性があります。 
 

 

以  上 

 
 


